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保証期間につきまして

メイクノイズ製品に関する欠陥、欠品は製造後の1年間は当社が保証致します。 
規定外のパワーサプライからの電源供給及び背面電源ケーブルの誤接続による故障、 
またはメイクノイズの推奨しない使用方による故障は期間内であっても保証の対象外となりますので、 
通常の有償サービスで対応致します。 
保証期間内のあらゆる欠陥品はユーザー様の要望に応じて当社で修理、交換致しますが、 
その際に発生する輸送費に関しましてはユーザー様のご負担になります。 
また、保証をご希望のユーザー様は必ず事前に当社へのお問い合わせをお願い致します。 
当社は事前にご連絡を頂けないユーザー様からのメイクノイズ製品に関する対応を致しかねます。

お問い合わせ先: 
technical@makenoisemusic.com

その他のお問い合わせや感想につきましては当社ウェブサイトをご覧下さい。
http://www.makenoisemusic.com

Beta Analyst: Walker Farrell, Joe Moresi
Test Subjects: Rob Lowe, Joseph Raglani



 

Electrocution hazard!

-12V

インストール及び注意事項

メイクノイズSTOはエレクトリック・シグナル・ジェネレーターです。このモジュールは+12vから30mA、-12vから30mAの
電力を本体電源から消費するユーロラック・フォーマット・モジュラー・シンセサイザー専用の製品です。

ユーロラック・フォーマット・モジュラー・シンセサイザー及び専用ケースにつきまして詳しくはこちらをご覧下さい。
http://www.makenoisemusic.com/systems.shtml

インストールするにあたりまずはあなたのユーロラック・シンセサイザーのシステム内に12HPのスペースを確保して下さい。 
正しいインストールを完了させるためにモジュール背面の電源ケーブル(下記画像参照)を確認した上であなたの
ユーロラック電源供給ボードの16ピンソケットに接続してください。ここで必ず極性に注意し、ケーブルの赤ラインが
マイナス12vの電源に接続されるよう確認して下さい。

*必ずあなたの電源供給システムのメーカーのスペックを参照にマイナス電源の場所を確認してください。



機能概要

メイクノイズSTOはサイン波と可変形状波、サブ・オクターヴ波を出力し、オシレーターのハード・シンクとリニア曲線による
FMを備えた小型のアナログVCO(ヴォルテージ・コントロールド・オシレーター)です。サブ・オシレーターはメイクノイズDPOで
生成される複雑な倍音と組み合わせることでよりメロディックかつ繊細な使用が可能になります。ハード・シンクと
リニア曲線によるFM、可変形状波を使用することで倍音に富んだ質感を得る事も容易ですが、このVCOはメロディ生成を
想定してデザインされています。

STOは三角波をコアとしてサイン波、サブ波、可変形状波を出力します。サイン波はDPOの回路と同様に三角波を元に
形成されます。サブ・オシレーターはゲート入力によって出力の有無を切り替えることができます。可変形状波は偶数倍音と
奇数倍音の両方を発生させることでオシレーターの基本の周波数を紛らわすことなく緻密に音色を変化させます。
サブ・オシレーター出力と組み合わせれば(例えばMMGの入力等で)贅沢かつ力強いメロディック・ヴォイスとなるでしょう。

STOは研究用途ではなく、パフォーマンスに最適化した楽器用ヴォイスと言えるでしょう。
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